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主の祈り

ウェストミンスター信仰告白 第３３章 最後の裁きについて
さい ご さば

２．神がこの日を定められた目的は、選びの民の永遠の救いによって、自 らの憐れみの栄光
かみ ひ さだ もくてき えら たみ えいえん すく みずか あわ えいこう

を 表 し、また、悪く不 従 順 な失格者の裁きによって、 自 らの義の栄光を 表 すた
あらわ わる ふ じゆうじゆん しつかくしや さば みずか ぎ えいこう あらわ

めである。なぜなら、そのとき義人は、永遠の 命 に入り、主の御前から来る満ちあ
ぎ じん えいえん いのち はい しゆ み まえ く み

ふれる 喜 びと 力 づけを受けるが、悪人は、神を知らず、イエス・キリストの福音に 従
よろこ ちから う あくにん かみ し ふくいん したが

わないので、永遠の苦しみに投げ込まれ、主の御前と、主の 力 の栄光から永遠に絶
えいえん くる な こ しゆ み まえ しゆ ちから えいこう えいえん た

たれることによって罰せられるからである。
ばつ

ウェストミンスター信仰告白 第１４章 救いに導く信仰について

２．この信仰によって、キリスト者は、御言葉において啓示されていることは何事であれ
しんこう しや み こと ば けい じ なにごと

すべて真実であると、御言葉において語っておられる神御自身の権威のゆえに信じ、
しんじつ み こと ば かた かみ ご じ しん けん い しん

御言葉のそれぞれの箇所が含んでいることに応じて、さまざまに行為する。すなわち、
み こと ば か しよ ふく おう こう い

命令には 従 順 に 従 い、威嚇にはおののき、この世と来るべき世についての神の約束
めいれい じゆうじゆん したが い かく よ きた よ かみ やくそく

はしっかりと受け止める。しかし、救いに 導 く信仰の主な行為は、恵みの契約のゆ
う と すく みちび しんこう おも こう い めぐ けいやく

えに、義認と聖化と永遠の 命 を得るため、ただキリストのみを認め、受け入れ、依
ぎ にん せい か えいえん いのち え みと う い よ

り頼むことである。
たの

ウェストミンスター信仰告白 第２３章 国家的為政者について
こつ か てき い せいしや

２．キリスト者が為政者の 職 務に召されるとき、それを受け入れて遂行することは、合法的
しや い せいしや しよく む め う い すいこう ごうほうてき

である。職 務の執行にあたって、かれらは、それぞれの国の健全な法律にのっとり、特
しよく む しつこう くに けんぜん ほうりつ とく

に敬神と正義、平和の維持に努めるべきである。それで、その目的のために為政者は、
けいしん せい ぎ へい わ い じ つと もくてき い せいしや

正当で必要な場合には、新約のもとにある今でも、合法的に戦争を 行 うことができる。
せいとう ひつよう ば あい しんやく いま ごうほうてき せんそう おこな


